
 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 ＮＰＯ法人 九州流域連携会議 

２ 事 業 名 称 第 8 回九州｢川｣のワークショップ in 長崎・波佐見 

３ 実 施 日 時 平成 20 年 11 月 1～2 日 

４ 実 施 場 所 
波佐見総合文化会館 
東彼杵郡波佐見町折敷瀬郷 2064 番地 
（事業実施状況・内容） 
ステージ発表  

１団体３分間のプレゼンテーションと４団体まとめての質疑応答 
子どもの部 パネル発表 ・ 表彰式  

子どもの部参加団体による１５分間のポスターセッション 
招待団体 発表                    
ポスター発表     

ステージ発表各グループ持ち時間１５分のポスターセッション 
 

５ 事業目的、内容 
  及 び そ の 効 果 

（事業実施効果） 
九州「川」のワークショップを長崎県で開催することによって、これまでなかった長

崎県の水環境系団体のネットワークが、子どもの水辺協議会を中心にできた。 
九州各県より参加団体があり、長崎県の団体との交流とネットワークづくりに寄与

できた。 
学生スタッフとして、これまで参加者がいなかった長崎県からも参加し、ほぼ九州

全県からの参加ができるようになったことによって学生のネットワークづくりと人材の

育成に寄与できた。 

総人数（総人数）                                  ２９５名  

（１）主催者参加                事務局スタッフ：６名、学生スタッフ２４名 

（２）日本人参加（（１）を除く）           ２６０名（２日間の延べ人数：５２０名）  

６ 参 加 内 訳 

（３）外国人参加（（１）を除く）         （外国人参加）０人（学生スタッフに１名）  

７ 今 後 の 方 針 

今回のワークショップで、九州各県での開催が終了した。そこで、新たな開催方

法や企画案をの検討が必要と思われる。 
次回の開催が、佐賀県ということもあり、これまで単独（地元事務局）で開催してき

た事務局体制を環有明の河川団体連携による運営体制にするなど連携強化と効率

化を図っていく。 
また、北九州と南九州での２回の日帰り開催 

を検討するなど経費の抑制や効率化、参加団体の参加のしやすさを検討する。 
 

 
 



受付                       ステージ発表 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネル発表                    パネル発表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンコール発表                   全体討論会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


